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「持株管理の使い方２」

先月号の続きです。

■手仕舞いについて

「決済フラグ」に買い玉を手仕舞う場合は「１」、
売り玉（空売りしている）の場合は「２」を入力します。

「決済日付」を入力します。形式は決まっていて、YYYY/MM/DDです。

例えば、２０１９年１０月４日に手仕舞った場合は[2019/10/04]です。

決済値を入力します。手仕舞った株価です。

最後に「チェック」をクリックします。

決済種別の表示が「売却済」となります。

※時価、損益分岐などの項目が消えます。
時価は直近の終値です。
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決済フラグに「１」のみを入力して「チェック」した場合

「０」円で手仕舞った事になります。

５００株仕掛けていて、そのうち１００株のみ手仕舞う場合は、２行に分けるしか方法
がありません。

３９７８マクロミルを５００株買っていた場合
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５００株のうち１００株を手仕舞いたいので、２つに分けます。

１００株（手仕舞う）と４００株（持続）に分けます。

１００株のほうは、今までの流れで解説した通りに決済の入力をします。

１００株のほうは、未決済なので決済フラグは「３」です。

入力し終わったら、「チェック」をクリックします。

最後にチェックを
クリックします。
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■右クリックについて

表の上で右クリックすると、「内容消去」、「削除」、「挿入」が表示されます。

「挿入」

カーソルが反転している行の上に一行挿入します。
※カーソルの位置は、その行のどこでも構いません。

２３３４イオレの上に挿入します。セルを選択してから「右クリック」→「挿入」を
左クリックです。

※ここでは、コード番号を選択しましたが、銘柄名でも、売買フラグのセルでも構いま
せん。

この処理をすると、カーソルの色反転が残りますが、無視して下さい。
気になる場合、色反転しているセルをクリックすると、選択セルが１つとなり、元に
戻ります。
今回でいうなら、「２３３４」をクリックします。※色反転しているところ。
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２３３４イオレの上に空白の行が追加されました。

「削除」

選択した行を削除し、下の行を上に詰めます。

下記は、カーソルの色が反転したままですが、無視して下さい。

３６８８ＣＡＲＴＡ HLDGを削除します。
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削除されました。（３６８８ＣＡＲＴＡ HLDGがなくなった。）一行上に詰まります。

「内容消去」

選択したセルの内容を消去します。
※キーボードの[Delete]、[Del]も同じ処理となります。
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売買フラグの「１」だけが消去されました。

先頭のセルをクリックすると、一行選択され、ここから内容消去をすると一行内容が消
去されます。
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一行内容が消去されました。

ここは残りますが、無視してください。「チェック」をクリックすると消えます。

下記のように選択して、内容消去（Delete,Delキー）すると・・・
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このように選択したセルが消去されます。

削除と内容消去の違い
削除は一行詰めて、内容消去は一行詰めません。

■コメントについて

「未決済」の銘柄については、「チェック」するとコメントが表示されます。
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直近のデータで判断しています。

内容は下記の通りです。

日足の株価弾性値 周期５２日 スムージング１２を使用し、株価弾性値の値と
向きによって以下のコメントが表示されます。

●表示するコメント一覧

買い転換 －１２以下 Ｖ字
買い有望 －１２以下 上向き
買い準備 －１２以下 下向き
買い優勢 －１２以上 －８以下 上向き
買い接近 －１２以上 －８以下
８０点 －８以上 －６以下
７０点 －６以上 －４以下
６０点 －４以上 －２以下
５０点 －２以上 ０以下
４０点 ０以上 ２以下
３０点 ２以上 ４以下
２０点 ４以上 ６以下
１０点 ６以上 ８以下

売り優勢 ８以上 １２以下 下向き
売り接近 ８以上 １２以下
売り転換 １２以上 逆Ｖ字
売り有望 １２以上 下向き
売り準備 １２以上 上向き

■周期５２日、スムージング１２の株価弾性値を表示してみる

分析チャートから日足チャートを表示させます。

例．７２７２ヤマハ発動機

チャートが表示されたら、「機能」→「指標」をクリック

指標２１番 株価弾性値を選択し、「周期」をクリック
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下記のように、周期に「５２」、スムージング乗数に「１２」と入力後、「ＯＫ」をクリ
ックします。

このように表示されます。

持株管理のコメントは、１０点です。
１０点は、株価弾性値が６～８ポイントです。値は６．６８なので、その点数だと分か
りますね。


